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論文の内容の要旨

　今日の社会においては，各種の工業製晶や化学製品の製造設備，電力・ガス・水道といったライフラインに代

表されるプラントは必要不可欠となっている。

　本論文は，これらプラントの動作制御や操作支援を担うプラント動作制御ソフトウェア（PMCS：P1独tMoti㎝

Con杜o1Sof㎞are）の開発効率および信頼性の向上を目的とした研究の成果をまとめたものである。

　まず第2章では，PMCS開発の概要について整理し，その問題点を明らかにしている。さらに，ソフトウェア開

発とハードウェア制御という2つの観点から先行研究を分析すると共に，要求仕様作成に関する問題，ソフトウェ

アの設計一実装に関する問題，ソフトウェアの開発効率の向上に関する問題の3点を中心に解析を行い，先行研

究の問題点を明らかにして，提案手法で新たに取り組むべき項目を明確化している。

　さらに第3章以下では，PMCSのドメイン分析を実施することでPMCSの構造・性質・特徴を明らかにすること

により，PMCSを構成するソフトウェアモジュールを同一機能，類似機能，特殊機能の3つに分類することに成功

した。この結果，同一機能，類似機能を実現するソフトウェアモジュールをあらかじめ部晶として準備すること

が可能となり，このソフトウェア部晶を利用してPMCSを開発することで，開発効率および信頼性を向上させる

ことができるとの結論を導いている。また，この結論を実証するため，提案手法を用いてPMCS開発に適用する

実証実験を行い，その有効性を確認している。

　最後に第6章では，PMCSがプラントと共に開発後，数年から数十年という長期間にわたって運用されること，

その間に機能の追加・削除・修理・更新が行われることに対応するための運用支援システムについて提案してい

る。これにより，第3章から第5章で提案されているPMCS開発手法を，実際のPMCS開発に適用しても十分運

用できることを実証している。
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審査の結果の要旨

　本論文では，プラント動作制御ソフトウェア（PMCS：P1antMoti㎝C㎝杜o1So負ware）の開発効率および信頼性

の向上を目的とし，ソフトウェア開発とハードウェア制御という2つの観点から先行研究の詳細なサーベイを実

施（第2章）すると共に，PMCSのドメイン分析の結果よりPMCSを構成する機能を標準化し（第3章），この機

能を実現するソフトウェア部品を用いてPMCSを開発することで，開発効率および信頼性の向上を実現できると

の結論を導いている。

　ソフトウェアエ学の観点から評すれば王ソフトウェアを構成する個々の機能を実現するソフトウェア部品を準

傭することで，開発効率と信頼性を向上させる考え方は既に存在する。しかし，アートとも評され同じものは1

つもないと言われてきたプラントの制御を担うPMCSの機能を標準化した点，PMCSもソフトウェアであり上位

設計から下位設計への情報伝達が極めて困難であるにもかかわらず，Z言語を用いて明確に情報伝達できる仕組

みを確立した点，この2つの点は十分評価に値する結論である。

　以上のように，実際のPMCS開発においては十分に有効となる手法を提案すると共に実験による実証も行って

おり，本論文の実務ならびに学界への寄与は高いものと認められる。

　よって，著者は博士（システムズ・マネジメント）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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